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センターの活動、障害者スポーツ
・イベント情報などお届けします！
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バスケットボールは、只今休止中です。

体育センター通信・
令和5年度自主事業・体育センターまつりプログラム

・スポーツ紹介特集号

体育センターまつり・プログラム内容時間
受付(受付前に時間があれば、希望者にストラックア
ウト、輪投げ、フライングディスク等を楽しんで頂く。)

13：00～
13：30

開会の挨拶・自主事業の説明13：30～
13：45

MSFCの皆様による精神障害に関する発表13：45～
14：10

開会式の際に並べた椅子の片付け14：10～
14：20

手をつなぐ育成会様のダンスパフォーマンス14：20～
14：40

ボッチャ・フライングディスク講師によるルールの
説明

14：40～
15：00

ボッチャ・フライングディスク・ストラックアウト・
輪投げを楽しんで頂く。

15：00～
15：50

片付け・解散15：50～
16：30

当館では、令和6年3月23日土曜日午後から、自主事業・体育センターまつりを開催いたします。
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ボッチャ

ルール説明赤、青の球を投げ、白い球（ジャックボール）に近い方が勝ちとなります。1対1（シングル）、２対２（ペア）、３対３（団体）の試合形式があります。
①じゃんけんを行い、先攻（赤）後攻（青）を決めます。②両チームコートに並び、先攻が白い球を投げます。③続けて、先攻が赤球を投げます。④後攻が青球を投げます。⑤ジャックボールに遠い側が投げ続け、近づく度に投球の順番を変えます。これを繰り返します。⑥両チーム共に投げる球が無くなり次第試合終了です。

白
青

青が近いので1点、
赤は0点

白
赤

赤が2球とも近いの
で２点、青０点

赤
青

得点計算の例
赤 青

フライングディスク（アキュラシー）

ルール説明①投げ方親指をフライングディスクのトップ(上部)に置き、人差し指をリム(外側のふち)にまっすぐ沿わせて、中指、薬指、小指の3本はディスクの裏面に添えます。フライングディスクは「アキュラシー（正確性）」と「ディスタンス（飛距離）」の2種目があります。今回は「アキュラシー」について説明します。②アキュラシーについてディスリート・ファイブ(5ｍ)とディスリート・セブン(7ｍ)の二種目に分かれます。スローイングラインから5mあるいは7ｍ離れたゴールに連続して10回投げ、ゴールを通過した回数を競います。1投1点とカウントします。

体育センターまつりの参加申込書は、
四日市市障害者体育センターホームページからダウンロードして、

メールで当館に送ることも可能です。
(申込締切：令和6年3月15日金曜日)

URL:https://www.stc-yokkaichi.com/
MAIL:stc26@m2.cty-net.ne.jp

障害者スポーツ紹介


